医療法施行細則の一部改正の概要
１　改正の概要
　　医療法及び医療法施行規則の一部改正に伴い、規定を整備する。

２　改正の理由
　⑴　医療法の一部改正（２０２５年１２月１２日公布、２０２６年４月１日施行）により、同法に「オンライン診療」が定義されるとともに、患者がオンライン診療を受けるための専用の施設としてオンライン診療受診施設（※１）が創設され、その設置者は設置後１０日以内に都道府県知事（保健所設置市・特別区の区域内は当該市長・区長）に届け出ることとされた。これを受けた医療法施行規則の一部改正（２０２６年３月２７日公布、同年４月１日施行）により、オンライン診療受診施設を設置した場合の届出事項等が定められたことに伴うもの
　　（※１）施設の設置者が、業として、オンライン診療を行う医療機関に対して、オンライン診療を患者が受ける場所として提供する施設
　⑵　医療法施行規則の一部改正（２０２５年３月２５日公布、同日施行）により、病院又は診療所の管理者が都道府県知事（保健所設置市・特別区の区域内は当該市長・区長）に届出を行わなければならない場合として診療用放射性同位元素使用器具（※２）を備えようとする場合等が追加されるとともに、届出事項が定められたことに伴うもの
　　（※２）医療機関で診療用放射性同位元素（医療において診療目的で使用される密封されていない放射性物質）を用いて診療を行うための医療機器
３　改正の内容
　⑴　オンライン診療受診施設設置届の様式（様式第９の２）を定める等の様式の整備を行うとともに、オンライン診療受診施設関係の書類については管轄の保健所長に提出する旨を定める。
　⑵　診療用放射性同位元素使用器具設置予定届の様式（様式第２７の２）を定める等
４　施行期日
　　公布の日

（別記）








